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平成25年７月19日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ア サ カ 理 研 

代表者名 代表取締役社長 山 田 慶 太 

（コード番号：５７２４） 

問合せ先 取締役管理本部長 鈴 木  忍 

TEL. 024-944-4744(代) 

 

固定資産の取得に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、下記の通り固定資産を取得することを決議しましたの

で、お知らせいたします。 

 なお、本件取得に際しては、「国際競争力を有する技術力の保持・発展に資する投資拡大」並

びに「製造業等の民間企業の生産拡大及び雇用創出を図り、もって地域経済の復興再生に寄与す

ること」を目的とした補助金２件（下記６．参照）の採択を既に受けており、これを活用する予

定であります。 

記 

 

１．取得の理由 

昨今、資源リスクとして認識されているレアメタル・レアアースは、液晶テレビ、携帯電

話等のＩＴ製品や自動車を始めとする高付加価値・高機能製品の製造に必須の素材であり、

その安定供給は国内製造業にとっての国際競争力の維持・強化といった観点から極めて重要

となっております。 

当社は、まだリサイクルという言葉もない時代から、地球資源の有効活用や環境保全に目

を向けるとともに、それらの資源の再生技術を柱とした事業を展開してまいりました。その

なかで培ったコア技術は、レアメタル・レアアースのリサイクル分野においても応用可能と

なっております。 

そうしたなか、当社はレアメタル・レアアースリサイクルに関する研究開発拠点として、

福島県いわき市内に生産技術開発センターを新設することといたしました。これは、資源リ

サイクルに対する経済的・社会的重要性がより一層増しているなか、当社が担うべき社会的

使命に資するものと捉えております。 

また、レアメタル・レアアースリサイクルは成長性が大いに期待できる分野であります。

将来的に事業化を目指すとともに、創業以来、当社の業績向上に貢献している貴金属回収・

精製事業に続く事業の柱として育て、ひいては社会的使命に応えていけるよう努めてまいり

ます。 
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２．取得資産の内容 

資産の内容及び所在地 取得価額（予定） 備考（予定） 

生産技術開発センター 

（福島県いわき市） 

総額 14億63百万円 

（内訳） 

 ①土地及び既存建物取得 

  ３億43百万円 

 

 

 

 ②建物建設  

４億50百万円 

 

 ③プラント・試験研究設備購入 

  ６億70百万円 

 

 

土地面積     34,355.95㎡ 

土地取得価格  ３億12百万円 

既存建物延床面積  1,274.63㎡ 

既存建物取得価格    31百万円 

 

着工期間 平成25年10月 

     ～平成26年２月頃 

 

操業開始 平成26年７月頃 

 

３．取得先（土地及び既存建物）の概要 

（１） 名 称  日本ダイヤモンド株式会社 

（２） 所 在 地  神奈川県横浜市都筑区佐江戸町686－１ 

（３） 代表者の役職・氏名  代表取締役 正富 宏明 

（４） 事 業 内 容  ダイヤモンド工具製造、販売 

（５） 資 本 金  95百万円 

（６） 設 立 年 月 日  大正６年12月１日 

資 本 関 係 

当社と当該会社の間には、記載すべき資本関係

はありません。また、当社の関係者及び関係会

社と当該会社の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき資本関係はありません。 

当 社 と 当 該 

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関

係はありません。また、当社の関係者及び関係

会社と当該会社の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関

係はありません。また、当社の関係者及び関係

会社と当該会社の関係者及び関係会社の間に

は、特筆すべき取引関係はありません。 

（７） 

会 社 の 関 係 

関連当事者へ 

の 該 当 状 況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しませ

ん。また、当該会社の関係者及び関係会社は、

当社の関連当事者には該当しません。 

 

４．取得の日程 

（１） 取 締 役 会 決 議  平成25年７月19日 

（２） 契 約 締 結  平成25年８月６日（予定） 

（３） 物 件 引 渡 期 日  平成25年８月６日（予定） 
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５．今後の見通し 

  当期中の主な支出見込みは、土地及び既存建物取得に関する支出であることから、当該資産

取得に伴い業績に与える影響は軽微であり、通期業績予想（平成24年11月９日発表）の修正は

ございません。また、当該資産取得以外の事象に起因する状況変化等により、通期業績予想を

修正する必要が生じる場合には速やかに開示いたします。 

  尚、生産技術開発拠点としての本格的な機能開始は平成26年７月頃を予定しております。研

究開発のスピードアップを図り、早期の事業化を目指してまいります。 

 

６．補助金の概要 

補 助 金 の 種 類 

 平成23年度「希少金属使用量削減・代替技術開発設備整備費

等補助金（レアアース・レアメタル使用量削減・利用部品代

替支援事業）」 

事 業 の 目 的 

（ 抜 粋 ） 

 本事業は、企業等によるレアアース・レアメタルの使用量削

減・代替技術開発のための実用化研究及び実証研究、試作品

製造又は性能・安全性評価を目的とした設備等整備及び研究

開発設備等開発に対する補助事業を行うことにより、企業に

おける国際競争力を有する技術力を保持・発展に資する投資

を拡大させるとともに、資源制約等に起因する研究開発拠点

の海外移転等、望まざる海外移転を防止するために実施す

る。 

補助金申請件名  ランタン及びガドリニウム精製の事業化に向けた実証事業 

事 業 者 
 当社、独立行政法人日本原子力研究開発機構、 

 株式会社マテリアル・トレイディング・カンパニー 

採 択 日  平成24年８月10日 

（１） 

補 助 率  補助対象経費の２／３ 

補 助 金 の 種 類  平成25年度「ふくしま産業復興企業立地補助金」 

事 業 の 目 的 

（ 抜 粋 ） 

 将来性と成長性が見込まれるとともに、地域経済への波及と

地域振興への貢献が期待される県内に立地する企業に対

し、予算の範囲内でふくしま産業復興企業立地補助金を交付

し、県内における製造業等の民間企業の生産拡大及び雇用創

出を図り、もって地域経済の復興再生に寄与することを目的

とする。 

補助金申請件名 
 レアメタルのリサイクル技術開発に伴う生産技術開発セン

ターの建設計画 

採 択 日  平成25年７月16日 

（２） 

補 助 率  補助対象経費の１／２ 

 （※）補助金額については、詳細が決定次第、別途開示いたします。 

 

以 上 


